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このたびは日立プラズマテレビをお求めいただき、ありがとうございました。 


HDD (八ードディスク）は一時的な保管場所です。万一何らかの不具合により、録画や再生が出来なかった場合、 HDD の 
内容（録画済みの番組データなど）の補償や損失、直接 • 間接の損害については、当社は一切の責任は負いかねます。 


この取扱説明書に記載の「使用上のご注意」をお読みください。 
m ■本体の取扱いは、この取扱説明書をよくお読みになり、ご理解のうえ正しくご使用ください。 

取扱説明書と保証書は大切に保管してください。『保証書』は梱包箱の上部内側に添付されています。 


表紙折り返し部分：リモコンポタン配置 


タイトル 
サブタイトル 
機能の概要説明 
操作手順説明 

_を押す 

( g ]% srooj を選び、 g を押し、 

で設定する 产 

説明上のアイコンは、操作で必要な 
リモコンボタンを表しています。 

守っていただきたいこと、お知らせ、メモなどを記載 


各ページの見かたについて 

リモコンボタン配置が記載された表紙の折り返し部分を開き、各ページをご覧ください。 
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使用しているアイコンについて 

安全上、守っていただきた 
いことを記載しています。 


△注意 


棚_ 探 1 


操作上、守っていただきた 
いことを記載しています。 


知っておいていただぎ 
たいことを記載しています。 


f y ^知っていると便利な操作 • 解説 
v -を記載しています。 

■■マークは、参照ページを表しています。 


リモコンの力ーソルボタンの記号について 

力ーソルボタンの押す方向を下図のように表して説明しています。 

(^">1 上下左右方向の操作卜01左右方向の操作 
\h I 上下方向の操作卜 □ j 左方向の操作 
[□ I 上方向の操作 丨 OI 右方向の操作 

[n I 下方向の操作 

¢>1 /を定 I 右方向または決定の操作 
丨 / (^定 I 左方向または決定の操作 


この説明書は、主に下記の内容で構成されています。 


ディテールまで鮮明な映像を映し出す 

タイナミック • ブラックパネル搭薩 

美しい映像を再現する画像処理技術 

新 Picture Master Full HD 

デジタル放送、アナログ放送を内蔵の八ードディスク （ HDD ) 
に録画、再生して楽しめる 

250 GB HDD 内蔵 

八イビジョン放送をたつぶり録れる8倍録画 

XCodeHD 

出し入れ自由な八ードディスク対応ス□ット 

iV ポケット搭載 

いつでも最適な高画質に自動調整 

インテ U ジェント 


^本書の見かた 


地上 • BS . 110度 CS のデジタル放送を2つのチューナーで受信 
デジタル放送を視聴しながら別のデジタル放送を裏番組録画 

デジタル八イビジョンダブルチューナー内蔵 

( CATV パススルー対応) 

HDMI - CEC 対応機器と連携した快適操作が可能 

Wooo リンク 

3系統 HDMI 端子装備 
SD メモリーカードスロット装備 

Wooonet やアクトビラなどのネットサービス対応 

ネット TV 対応 

ご家庭内の視聴スタイルを広げる 

AV ネツトワーク対応 


L 特長 
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接続した 
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録画番組•写真 
などを楽しむ 


テレビを 
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テレビを 
設置する 


はじめに 


番組を 

録画•予約する 



































































































































































IJJ モコンポタン配置 


① 画面表示ボタン 

② 電源ポタン 

③ 放送切換ボタン E0 


④ チヤンネルポタン 
または 

数字、文字入カボタン 

囤豳瞄 


⑤ 消音ポタン03 

⑥ 音量ボタン 

⑦ 裏番組ポタン Ei 

⑧ 番組表ポタン0曾 

⑨ メニュ-ポタン圈 

⑩ カーソル ボタン居曾 
⑪ Wqqq リンクポタン脑 
⑫ カラー ポタン 5 " 

(青、赤、緑、黄） 

mmmm 

⑬ 一時停止ポタン （BD 
⑭サ-チ/スロ-ボタン晒/ 
⑮ 録画ポタン@£1 

⑯ 1◦秒バックボタン 
録画モード/残量ボタン 
HDD/iVDR ボタン 

mm 

* カラーポタンは、本書内の 
説明では、それぞれ下記の 
ような表記になっています。 

can c^i rm~\ CS3 




|5。1| 



|8 Tuvl [ 9 w ^ 


EKE 


⑰ 音声切換ポタン百 0 

⑱チヤンネ)レ番号入力 
ポタン B0 



⑲ チャンネルアップ/ 
ダウンポタン E0 

⑳ 入力切換ボタン isi 

㉑見るポタン 
㉒ネット（アクトビラ） 
ポタン晒 

㉙◎連!!！デ-タポタン03 
㉔戻るポタン09 

㉕決定ポタン自 i 
㉖停止ポタン 

㉗再生ボタン的1 

㉙スキップ/コマ送り 
ポタン晒 

㉙ワイド切換ボタン猫 

㉚ 30 秒スキップボタン 
番組検索ポタン 

田睏 
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保証書 . 

取扱説明書（本書） 
かんたん操作ガイド 
Wooonet ガイド… 



転倒防止バンド取付用 
ネジ （4 X 〗 6) :1本 


転倒防止バンド取付用 gg 
木ネジ （4 X 20) :1本 


転倒防止バンド gg 


乃 


j 


r 






スタンドサボート E 3 

スタンド gg 


電源コード E 9 

(2 芯、アース線付き） [1.8 m ] 



ビーキャス 

B-CAS 力ード BQ 


スタンド取付用ネジ Ea 

(6 X 12) : 4本 


スタンドサポート因曾 
取付用ネジ （6 X 25) : 4本 


ケープル用クランプ E 9 


◊ 


クリーニングクロス gg 


い、禹叩1<—>し 、 c 

付属品をご確認ください。万一不足しているものがあれば、，販売店にご連絡ください。 

■取扱説明書（本書）および保証書は、よくお読みになって内容をご理解の上、いつでも確認できるところへ大切に保管してください。 
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はじめに 


特長 . 2 

本書の見かた . 2 

リモコンボタン配置 . 3 

付属品について . 4 

ち< じ . 5 

使用上のご注意 . 8 

安全上のご注意 . 9 

お守りください . 16 

お知らせ . 17 

留意点 . 19 

お手入れについて . 20 

HDD / iVDR について . 21 

リモコンボタンのなまえと働き . 22 

本体各部のなまえ . 23 

メニュー 機能の使いかた . 25 

テレビを設置する 

ち < じ . 29 

設置と準備の進めかた . 30 

地上デジタル放送を受信するには . 31 

地上デジタル放送についてのお問い合わせ先 . 31 

テレビにスタンドを取り付ける . 32 

据え付けについて . 33 

据え付けるときのご注意 . 33 

転倒防止について . 35 

リモコンを準備する . 37 

アンテナと接続する . 38 

UHF/VHF アンテナの接続 . 38 

きれいな映像を楽しむために . 39 

CATV ケーブルと接続するときの 

地上デジタル放送受信について . 39 

巳 S/CS アンテナの接続 . 40 

B - CAS カードを挿入する（重要） . 41 

LAN インターフェースと接続する . 42 

インターネット環境の準備 . 42 

既存接続環境の確認 . 43 

接続例 . 44 

電源プラグを接続する . 47 

■源を入れる . 49 

かんたんセットアップをする . 50 

通常/デモモードを選択する . 50 

郵便番号を設定する . 50 

地上アナログの受信設定をする . 50 

地上デジタルの受信設定をする . 51 

巳 S の受信設定をする . 51 

ソフトウェア更新設定をする . 51 

日付 • 時刻の設定をする . 52 

映像モードの設定をする . 52 

かんたんセツトアップの終了 . 52 


外部機器を接続する 

ち < じ . 53 

お手持ちの機器と接続する . 54 

接続できる機器 . 54 

ビデオ、 DVD レコーダーなどの録画機器と接続する…55 
HDMI 出力端子付き DVD レコーダーなどと接続する56 

Wooo リンク対応機器と接続する . 57 

ビデオカメラと接続する . 58 

DVD プレーヤーと接続する . 59 

ゲーム機と接続する . 60 

光デジタル音声入力端子付ぎオーディオ機器と接続する…61 

CATV ホームターミナルと接続する . 62 

iVDR の取り扱い . 63 

iVDR とは . 63 

iVDR を挿入口に入れる . 63 

iVDR の抜きかた . 64 

SD メモリーカードの取り扱い . 65 

SD メモリーカー■ドを入れる . 65 

SD メモリーカー■ドの抜きかた . 65 

外部機器と接続したときの設定 . 66 

Wooo リンクを設定する . 66 

接続のない入力端子をスキップ設定する . 67 

画面表示の機器名を変更する . 67 

ゲームモードを設定する . 68 

テレビを/楽しむ 

ち < じ . 69 

テレビ放送を見る . 70 

データ放送を見る . 72 

裏番組をチェックする . 72 

電子番組表 ( EPG ) でお好みの番組を選ぶ . 73 

番組説明を見る . 74 

番組検索でお好みの番組を選ぶ . 74 

複数の映像、音声からお好みのものを選ぶ……75 

映像に合わせてワイド画面を切り換える . 76 

ワイドモードの選びかた . 76 

ワイドモードについて . 77 

2画面で番組を楽しむ . 78 

音を一時的に消したいとき . 79 

番組タイトルやチャンネル番号などを知りたいとき…79 

ステレオや2ヶ国語音声に切り換える . 80 

字幕放送を見るには . 80 

インフオメーシヨンを確認する . 81 

メール • ボードを見る . 81 

力ード情報を見る . 81 

本体で操作する . 82 
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その他 
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Ijb くじ（つづき) 


番組を録画 • 予約する 

ち < じ . 83 

録画する . 84 

見ている番組を録画する . 84 

時間を指定して録画する（クイックタイマー録画）……87 

途中でクイックタイマー録画をやめるには . 87 

録画予約する . 88 

番組を予約する . 88 

マニュアル予約する . 91 

予約の確認、取り消しをする . 94 

録画番組 • 写真などを楽しむ 

ち< じ . 95 

録画した番組を見る . 96 

見る一覧画面から選ぶ . 96 

プレイリストから選ぶ . 98 

ライブラリ情報を見る . 98 

いいとこジャンプで場面を探す 

(才一トチャプター機能） . 99 

画像を見ながら場面を探す（タイムナビ） . 99 

番組を録画しながら再生する（追いかけ再生）…100 

再生中に2画面を楽しむ . 100 

いろいろな再生のしかた . 101 

録画した番組を編集する . 102 

録画番組を2つに分ける（番組分割） . 102 

お好みの場面をサムネイルに設定する . 102 

チャプターを設定する . 1〇4 

録画した番組のタイトルを変更する . 106 

プレイリストを作成、編集する . 106 

録画した番組をダビングする . 108 

ダビングする . 108 

写真 • ビデオを見る . 111 

写真を見る . 111 

スライドショーを表示する . 112 

デジタル八イビジョンビデオカメラの動画を見る…113 

SD メモリーカードから写真を取り込む . 114 

その他の編集•設定について . 115 

削除ロックを設定する . 115 

番組 • 画像を削除する . 115 

複数の番組.画像を削除する . 116 

フォルダを移動する . 117 

フォルダ名を変更する . 118 

フォルダを追加.削除する . 119 

iVDR ディスクのタイトルを編集する . 119 

文字を入力する . 120 

入カエリアの表示と操作 . 120 

数字キー方式で文字を入力する . 121 

ソフトキーボードで文字を入力する . 122 


接続した機器を楽しむ 

ち < じ . 123 

ビデオなどの映像を見る . 124 

Wooo リンクで外部機器を操作したいとき…125 

AV アンプの連携動作 . 125 

レコーダーの連携動作 . 126 

その他の連携動作について . 127 

インターネットサービスを楽しむ 

ち < じ . 129 

インターネットについて . 130 

インターネット概要 . 130 

アクトビラについて . 130 

インターネットを始めるには . 131 

ブラウザメニューを使うには . 133 

ブラウザメニューを選択するには . 133 

アドレスを入力してホームページを表示するには……134 
お気に入りのホームページアドレスを登録するには……135 
お気に入りに登録したホームページを選択するには……135 
ご覧になつたホームページの履歴から選択するには……136 

お気に入りの編集 . 136 

ポインター機能を使う . 138 

検索機能を使う . 138 

ブラウザのより高度な操作 . 139 

詳細設定 . 140 

セキュリティ設定 . 141 

アクトビラを楽しむ . 142 

アクトビラを見るには . 143 

映像コンテンツ再生中の操作について . 144 

アクトビラビデオダウン ロー ド型 サービスに ついて…146 

AV ネットワークを楽しむ 

ち < じ . 147 

AV ネットワーク概要 . 148 

ホームネットワーク . 148 

DLNA . 149 

本機のホームネットワーク機能 . 149 

接続機器について . 149 

AV ネットワーク サーバー . 150 

サーバー機能を設定する . 150 

サーバー名を設定する . 152 

公開先のプレーヤー機器を設定する . 153 

AV ネットワーク再生機能 . 154 

再生可能なファイル形式について . 154 

AV ネットワークの起動 . 155 

AV ネットワーク画面について . 156 

AV ネットワーク画面に表示される 

フォルダおよびファイル構成について . 157 

AV ネットワーク画面を操作する . 158 

表示方法を変える . 159 

リスト表示ファイルおよびフォルダを選ぶには…159 

ファイルを選択したあとでできること . 160 

ファイルを再生または表示する . 161 

フォルダ内の音楽を全曲再生する . 161 

スライドシヨーを再生する . 162 
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スライドシヨーの詳細を設定する . 163 

スライドシヨー再生中に音楽も同時に再生する…164 

映像/音楽ファイル再生中の操作について . 166 

静止画ファイル表示中や 

スライドシヨー再生中の操作について . 166 

再生状態/再生中のファイルの 

詳細説明の操作について……167 

音楽ファイル再生中の背景を設定する . 167 

本機で PC (パソコン）のコンテンツを視聴する168 

はじめに . 168 

無償ソフトウェアダウンロードのしかた . 168 

接続例 . 168 

CyberLink MediaServer の問い合わせ先について . 168 

お好みや使用状態に合わせて設定する 

ち < じ . 169 

映像をお好みに合わせて設定する . 170 

お好みの映像モードを選ぶ . 1フ〇 

映像設定をしたいとき . 171 

さらにお好みの映像設定をしたいとき . 172 

音声をお好みに合わせて設定する . 174 

ワイド画面を調節する . 176 

画面サイズの調節 . 176 

画面位置の調節 . 176 

ビデオなどで自動的にワイドモードを切り換えるには……177 

消費電力を低減する . 178 

オフタイマーで自動的に電源を切る . 179 

スクリーンセーパーをご使用になるには……180 

番組検索を設定する . 182 

視聴制限の設定 . 184 

視聴制限を設定する . 184 

視聴制限の対象になる番組を選んだとき . 184 

放送時間変更対応、メール表示などの設定…185 

緊急警報放送を受信できるようにする . 186 

すぐに操作できるようにする（高速起動）……187 

録画番組出力に連動して録画する . 188 

B 央像特殊設定について . 189 

個別に設定したいとき 

ち< じ . 191 

お住まいの地域に合わせて受信設定をする…192 

郵便番号を設定する . 192 

地上アナログ （ UHF / VHF ) 放送の受信設定…193 

地域番号によるチャンネルの合わせかた . 193 

地上アナ□グ放送地域番号一覧表 . 194 

マニュアルによるチャンネルの合わせかた . 200 

受信モードの設定について . 202 

10キー方式に変える . 202 

空きチャンネルを飛び越し選局したいとき . 203 

映像が不安定になるとき . 203 

地上デジタル放送の受信設定 . 204 

地域名によるチャンネルの合わせかた . 204 

地上デジタル放送地域名一覧表 . 205 

マニュアルで CH ボタンの登録を変更する . 207 

チャンネルを飛び越し選局したいとき . 207 

受信周波数変更を設定する . 208 


BS • CS デジタル放送の受信設定 . 209 

マニュアルで CH ボタンの登録を変更する . 209 

チャンネルを飛び越し選局したいとき . 210 

受信設定を変更する . 210 

アンテナの設定を変更する . 211 

ソフトウェア更新を設定する . 212 

ISP (プ□パイダー）を設定する . 213 

手動で設定するには . 213 

LAN 接続機器との接続確認をする . 215 

通信テストについて . 216 

時刻を設定する . 217 


HDD/iVDR (ハードディスク）を設定する…218 
インターネット、登録データ、 

受信設定などを初期化したいとき…219 

困ったときは 


ち < じ . 221 

故障かな？と思ったら . 222 

メッセージ表示一覧 . 242 

その他 

ち < じ . 251 

デジタル放送について . 252 
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商品本体および取扱説明書には、お使いになるかたや他の人への危害と財産の損害を未然に防ぎ、 
安全に正しくお使いいただくために、重要な内容を記載しています。 

次の内容（表示•図記号）を理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。 


表示について 


A 苗欠 /±z この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、 

/!\ ^ mi 人が死亡または重傷* 1 を負う可能性が想定される内容を示しています。 

A この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、 

/|\ 胃 人が軽傷* 2 を負う可能性が想定される内容および物的損害* 3 のみの発生が 

^-2-^ • 想定される内容を示しています。 


* 1:重傷とは失明や、けが、やけど（高温•低温)、感電、骨折、中毒など後遺症が残るものおよび治療に入院•長期の通 
院を要すものをさしています。 

*2: 軽傷とは、治療に入院や長期の通院を要さないけが、やけど、感電などをさしています。 

* 3:物的損害とは、家屋 • 家財および家畜 • ぺット等にかかわる拡大損害をさしています。 

図記号の例 気をつけなければならない。「注意」を示します。 

感電に気をつけなければならない。「感電注意」を示します。 
f \) してはいけない。「禁止」を示します。 

0必ず行う。「強制」を示します。 










安全上のご注意 


參イ ラストは イメージ であり、実際の商品とは形状が異なる場合があります。 


異常や故障のとき 


A 警告 


■煙が出ている、へんなにおいや音がするときは、 
すぐに本機の電源を切り、 

必ず電源プラグをコンセントから抜く 

異常のまま使用すると、 

火災_感電の原因となります。 

煙が出なくなることを確認して 
販売店に修理をご依頼ください。 



€ 


電源プラグをコンセント 
から抜け 


A 注意 


■画面が映らない、音が出ないなどの故障の場合には、 
すぐに本機の電源を切り、 

必ず電源プラグをコンセントから抜く 


それから販売店にご連絡ください。 

そのまま使用すると 

火災- 感電の原因となります。 





€ 


電源プラグをコンセント 
から抜け 


■内部に水や異物などが入った場合は、 
すぐに本機の電源を切り、 

必ず電源プラグをコンセントから抜く 


それから販売店にご連絡ください。 

そのまま使用すると火災_感電の原因となります。 
特に小さなお子様がいるご家庭ではご注意ください。 





€ 


電源プラグをコンセント 
から抜け 


■本機を落としたり、キャビネットを破損した場合は、 
すぐに本機の電源を切り、 

必ず電源プラグをコンセントから抜く 

それから販売店にご連絡ください。 

そのまま使用すると火災 • 感電の原因となります。 



€ 


電源プラグをコンセント 
から抜け 
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u 吏用上のご注意（つづき) 


[ 設置するとき ] 


△警告 


■電源プラグをすぐに抜くことが 
できるように本機を据え付ける 


本機が異常や故障となったとき、 

電源プラグをコンセントに差し込んだままにしておくと、 

火災 • 感電の原因となることがあります。 

本機は電源が「切」の状態でも、微弱な電流が流れています。 


■壁に取り付ける場合は、 

必ず別売の専用の壁掛け金具を使用し、 
専門の業者に依頼する 


専門業者以外の人が壁掛け金具を使用して設置すると、 
壁への取り付けがもろい場合に、本機が落下し、 

打撲や骨折など大けがの原因となります。 


■ぐらついた台の上や傾いた所など 
不安定な場所に置かない 

落ちたり、倒れたりして、けがの原因となることがあります。 



■風呂、シャワー室では使用しない 

火災 • 感電の原因となります。 



■電源コードの上に重いものをのせたり、 

コードを本機の下敷きにしない 

コードに傷が付いて、火災 • 感電の原因となります。 
コードを敷物などで覆ってしまうと、 

気付かずに重い物をのせてしまうことがあります。 


■アース線を電源コンセントに差し込まない 

アース線は、アース端子以外には接続しないでください。 
火災. 感電の原因となります。 




■コンセントや配線器具の定格を超える使い方や 
交流10 OV (50/60HZ) 以外では使用しない 

•たこ足配線など、定格を超えると発熱により、 

火災_感電の原因となります。 

•表示された電源電圧以外では、 火災- 感電の原因となります。 
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A 警告 


■アース線を必ず接地する 
安全のために必ずアース接地して 
ご使用ください。 



@ 


アース 線を 
必ず接続せよ 


• 2 極コンセント（アースなし）の場合は、アースエ事が必要となります。 

アースエ事は、販売店 • 電気工事店にご依頼ください。 

♦ 2芯電源プラグのアース線は、必ずアース端子に接続してください。 

參アース接続は、必ず電源コードプラグをコンセントに接続する前に行ってください。 

•アース接続を外す場合は、必ず電源コードプラグをコンセントから切り離してから行ってください。 


A 注意 


■湿気やほこりの多い場所、調理台や加湿器のそばなど 
油煙や湯気が当たるような場所やエアコンの下など、 
水滴が落ちる場合のある場所に置かない 

火災_感電の原因となることがあります。 



0 


■電源コードを熱器具に近づけない 

コードの被ふくが溶けて、 

火災. 感電の原因となることがあります。 



0 


■移動させる場合は、電源を切り、 

必ず電源プラグをコンセントから抜く 

コードが傷つき、 火災. 感電の原因となることがあります。 
♦アンテナ線、機器間の接続コードなど外部の接続コードを 
外してから行ってください。 

•本機は質量が大きく奥行きが無くて不安定なため、 

一人で作業をすると思わぬけがの原因になります。 



Q 


■壁掛けなどスタンドを取り外して使用する際、外したネジは元のネジ穴に 
戻さず、スタンドと共に保管してください。 

參壁掛けアタッチメントには専用のネジが用意されています。スタンド専用ネジは使用し 
ないでください。 

參その他、スタンド用ネジはスタンドを取り付けた状態で正常に機能する長さに設定され 
ています。スタンド無しに装着すると、セツトの変形などの原因となります。 


A 


はじめに 


テレビを 
設置する 


外部機器を 
接続する 


テレビを 

楽しむ 


番狙を 

録 n . •予約する 


録画番組.写真 
などを楽しむ 


接続した 
機器を楽しむ 


インタ I ネット 
サ—ビスを楽しむ 


AV ネツトワ—ク 
を楽しむ 


お好みや使用状態 
に合せて設定する 


個別に設定 
したいとき 


困つた 
とぎは 


その他 


















































































u 吏用上のご注意（つづき) 


設置するとき（つづき） 


L 

土思 


■本機の通風孔をふさがない 


内部に熱がこちり、火災の原因となります。 

また、本機の設置は、壁から左右 20 cm 以上、 

上部は 30 cm 以上離す。 

(壁掛け設置をする場合は除く） 

特に次のような使い方はしない。故障の原因となります。 

•本機を上向きや横倒し、下向きにする。 

•押入れや本箱など風通しの悪い狭い所に押し込む。 

•じゆうたんや布団の上に置く。 

•テーブルクロスなどを掛ける。 


■キャスター付きテレビ台に本機を設置 
する場合にはキヤスター止めをする 


動いて思わぬけがの原因となることがあります。 


■転倒防止の処置を行なう 

テレビが転倒し、けがの原因となることがあります。 


■本機を頭や顔、手足などをぶつけるような場所に設置しない 

けがの原因になることがあります。 

特に小さなお子様のいるご家庭ではご注意ください。 

•壁掛け • 天吊り据え付け時には、 

頭などをぶつけることのないように、 

取り付けの高さにご注意ください。 


■本機を医療機器の近く（同部屋）には設置しないでください 

医療機器の誤動作の原因となることがあります。 


■アンテナエ事には技術と経験が必要ですので、販売店にご相談ください 

•送配電線から離れた場所に設置する。アンテナが倒れた場合、感電の原因となることがあります。 
•巳 S 、 CS 放送受信用アンテナは、強風の影響を受けやすいので、堅固に取り付ける。 








んノノ 




い叫~ 


0 



上向き下向き^^ 
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使用するとき 


A 警告 


■本機の上に花びん、植木鉢、コップ、 

化粧品、薬品や水などの入った容器を置かない 

こぼれたり、中に入った場合、火災•感電の原因となります。 




水ぬれ禁止 


■本機に水をこぼしたり、ぬらしたりしない 

火災_感電の原因となります。 

•雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は特にご注意ください。 





水ぬれ禁止 


■電源プラグの刃および刃の付近にほこりや 
金属物が付着している場合は、 

電源プラグを抜いてから乾いた布で取り除く 

そのまま使用すると火災_感電の原因とります。 
定期的（年に1回くらい）に清掃してください。 



❶ 


■電源コードを傷つけたり、加工したり、 

無理に曲げたり、ねじったり、 

引っ張ったり、加熱したりしない 

コードが破損して、火災_感電の原因となります。 

電源コードが傷んだら（芯線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼ください。 



0 


■雷が鳴り出したら、アンテナ線や 
電源プラグには触れない 

感電の原因となります。 



接触禁止 


■本機の裏ぶた、前面枠、カパーは外さない、本機を改造しない 

内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となります。 

内部の点検 • 整備_修理は販売店にご依頼ください。 




分解禁止 


■ iVDR 挿入口のドア内に指などを入れない 

ドア内、ガイド部等には突起があり、突起に触れたり、 

ドアに指を挟んだりすると、けがの原因となることがあります。 



❶ 
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u 吏用上のご注意（つづき) 


使用するとき（つづき） 


L 

K 、、 —— 

土思 


■間違った電池の使い方をしない 


•乾電池は充電しない。 

♦指定以外の電池は使用しない。 

•新しい電池と古い電池を混ぜて使用しない。 

•極性表示（プラス ㊉ とマイナス ㊀ の向き）に注意し、表示どおりに入れる。 

電池の破裂、液もれにより、火災、けがや周囲を汚損する原因となることがあります。 



0 


■前面パネルには、絶対に衝撃を加えない 

本機の前面ノ v ° ネルをたたくなどして衝撃を加えるとパネ)レが割れ、 
火災_けがの原因となります。 



0 


■電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込む 

差し込みが不完全ですと発熱したり、 

ほこりが付着して火災の原因となることがあります。 

また、電源プラグの刃に触れると感電することがあります。 



❶ 


■電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らない 

コードが傷つき、火災_感電の原因となることがあります。 

必ずプラグを持って抜いてください。 



0 


■電源ブラグは根元まで差し込んでも 
ゆるみがあるコンセントに接続しない 

発熱して火災の原因となることがあります。 

販売店や電気工事店にコンセントの交換を依頼してください。 



0 


I本機に乗ったり、ぶら下がったりしない 

特に、小さなお子様のいるご家庭ではご注意ください。 
倒れたり、こわれたりしてけがの原因となることがあります。 



0 


■ぬれた手で電源ブラグを抜き差ししない 

感電の原因となることがあります。 



ぬれ手禁止 


■機器の近くに□ーソクなどの裸火を置かない 

火災_感電の原因となることがあります。 



0 
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}±m 


■本機の上に重い物を置かない 

バランスがくずれて倒れたり、落下して、 
けがの原因となることがあります。 




0 


I旅行などで長時間、 

本機をご使用にならないときは、 

安全のため必ず電源プラグを 
コンセントから抜く 

火災の原因となることがあります。 

本機は電源が「切」の状態でも、微弱な電流が流れています。 




€ 


電源プラグをコンセント 
から抜け 


お手入れするとき 


A 注意 


■お手入れの際は、安全のため電源プラグを 
コンセントから抜いて行う 

感電の原因となることがあります。 



€ 


電源プラグをコンセント 
から抜け 


■年に一度くらいは、内部の掃除を販売店などにご相談ください 

本機の内部にほこりがたまったまま、長い間掃除をしないと火災や故障の原因となることがあります。 
特に、湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、より効果的です。 

なお、掃除費用については販売店などにご相談ください。 


A 
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u 吏用上のご注意（つづき) 


^お守りください 


■高温になるところに置かないでください 

前面枠、バックカバーやその他の部品に悪い影響を与えますのでご注意ください。 
•直射日光や熱器具の近<など。 


■平坦で安定する場所に設置してください 

•テレビをフローリングに直接床置きすることはさけてください。フローリングの材質_表面状 
態によっては床面とスタンドのスベリ止めが強く密着し、テレビを持ち上げた際、フローリン 
グの表面がはがれる場合があります。 

參故障の原因となるため、設置場所は十分な耐荷重強度のある、平坦で安定した場所を選んでくだ 
さい。（傾斜面や、力一ぺット•畳などの安定しない面、変形する面などに設置しないでください） 

■パネルを押したり、物をぶつけたりしないでください 



\\\\、ぐ^ヽ、、、 


プラズマパネルは微細加工したガラスです。パネルの前面にはガラス製のフィルターを取り付けていますが、指 • 
手などで押したり物をぶつけたりすると、ガラスが破損する恐れがありますので、強い衝撃は与えないでください。 


■超音波加湿器のそばこ置かないでください 

超音波加湿器をご使用の場合、水質によっては水道水に含まれるカルキやミネラル成分がそのまま霧化され、テレビ 
内部に白い粉状のものが入り込んで画面の隅が暗くなったり、色ムラ状に見える場合があります。あるいは故障の原 
因になる恐れがありますのでご注意ください。 


■ SD メモリーカード挿入口に異物を挿入しないでください 

SD メモ U —力ード以外のものを挿入しないでください。また、コインなどの金属物や異物を挿入しないでくださ 
し、。故障や破損の原因となります 。 microSD メモ U —力ードをご利用の場合は 、 SD メモ U —力ード変換アダプター 
に装着してご使用ください。 


■ B-CAS カード挿入口に異物を挿入しないでください 

巳- CAS カード以外のものを挿入しないでください。また、コインなどの金属物や異物を挿入しないでください。 
故障や破損の原因となります。 

■輸送する場合は、必ず本機用の梱包箱 • クッションをご使用ください 

•引越しや修理などで本機を運搬する場合は、本機用の梱包箱とクッション材をご使用ください。 

•横倒しでの輸送はしないでください。ノ v ° ネルが破損する、または面欠点が増加する可能性があります。 

■本機の温度について 

本機は、長時間使用したときなどに、上部やパネル表面が熱くなる場合があります。手で触れると熱く感じる場合 
もありますが、故障ではありません。また、熱で変形しやすいもの（オーディオテープ、ビデオテープなど）を上 
に置かないでください。 

■乾電池を廃棄する場合は、プラス • マイナス端子に絶縁テープを貼るなどして絶縁状態にして 
から「所在自治体の指示」に従って廃棄してください 

他の金属片等導電性のあるものと一緒に廃棄したりするとショートして、 発火、破裂 の原因となること 
があります。 

■テレビをご覧になるときは、適度な距離と明るさでご覧ください 

•画面の縦の長さの3〜7倍離れた場所でご覧になれば、見やすくて目が疲れにくくなります。 

•暗すぎる部屋は目を疲れさせるのでよくありません。 

•長時間連続して画面を見ていると目が疲れます。時々、画面から離れて目を休めてください。 

■適度な音量で隣り近所へ配慮してください 

特に夜間での音量は小さい音でも通りやすいので、窓を閉めたりへッドホンを利用したりして、隣り近所に対し十 
分の配慮をして、生活環境を守りましょう。 



■ iVDR 挿入口に異物を挿入しないでください 

iVDR 以外のものを挿入しないでください。また、コインなどの金属物や異物を挿入しないでください。故障や破 
損の原因となります。 
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■焼き付きについて 

静止画（画面表示、放送局から送られる時刻表示など）や、ゲーム機などの固定映像を長時間または繰り返し表示 
したり、画面のワイドモードをノーマルモードで長時間ご覧になると、プラズマパネルが焼き付く場合があります。 
画面の焼き付きを避けるため、スクリーンセーバーの使用やワイドモードはノーマル以外のモードで使用すること 
をおすすめします。焼き付きが軽度のときは、目立たなくなることがありますが、一度起こった焼き付きは完全に 
は消えません。プラズマパネルの焼き付きは保証対象外です 。 mm 


お知らせ 


■面欠点について 

パネルは、精密度の高い技術で作られていますが、画面の一部に欠点（光らない点）や輝点（余計に光る点）が存 
在する場合があります。これは故障ではありません。 

■残像について 

静止画（画面表示、放送局側から送られる時刻表示など）やメニュー表示を短時間（約1分程度）表示し、映像内 
容が変わったときに前の静止画が残像として見えることがありますが、自然に回復します。故障ではありません。 

■パネル表面温度について 

プラズマテレビは、パネル内部で放電を起こすことにより映像を表示しています。そのため、パネルの表面温度が 
高くなる場合があります。また、プラズマパネルは、微細加工したガラスです。パネルの前面にはガラス製のフィ 
ルターを取付けていますが、ガラスが破損する恐れがありますので強い衝撃は与えないでください。 

■パネル駆動音について 

視聴中に、「ジー」というパネルの駆動音が聞こえることがありますが、故障ではありません。 

■斜めから字幕などを見ると2重に見える 

プラズマテレビは、パネル前側に発光部である前面フィルターと称するガラスが隙間を設け装着されています。本 
構造により、 yv ° ネルで発光した字幕文字などの高輝度映像が前面フィルター内側で反射し、 yv ° ネル表面に映り込ん 
で2重に見える状態です。部品不具合や故障によるものではありません。 

■天彳|吴不良によって、画質、音質が悪くなる場合があります 

雨の影響により衛星からの電波が弱くなっている場合は、引き続き放送を受信できる降雨対応放送に切り換えます。 
(降雨対応放送が行われている場合）降雨対応放送に切り換わったときは、画面にメッセージが表示されます。 

降雨対応放送では、画質や音質が少し悪くなります。また、番組情報も表示できない場合があります。 

■ 110度 CS デジタル放送をご覧になるには 

110度 cs デジタル放送に対応したアンテナが必要です。また、ブースターや分配器などをご使用の場合は、 
2150 MHz またはそれ以上の周波数対応の伝送機器が必要です。詳しくは販売店にご相談ください。 


交換することをおすすめ 


■アンテナの点検 • 交換について 

アンテナは風雨にさらされるため、美しい画像でお楽しみ頂くためにも点検 
します。 

特に、煤煙の多い所、潮風にさらされる所では、アンテナが早く傷みますので、映りが悪くなった ■ 

場合は、販売店にご相談ください。 

■操作できなくなった場合は 

受信異常などにより、本機の操作ができなくなった場合は、本体の電源ボタンを5秒以上押してから再度電源ポタン 
を押してください。 

■ラジオについて 

本機の近くでラジオを使用しますと、ラジオの音声に雑音が入る場合があります。本機より離してご使用ください。 

■本機の受信周波数帯域に相当する周波数を用いた機器とは離してご使用ください 

本機の受信周波数帯域 （470 MHz 〜 2072 MHz ) に相当する周波数を用いた携帯電話などの機器を、本機やアン 
テナケーブルの途中に接続している機器に近づけると、その影響で映像 • 音声などに不具合が生じる場合がありま 
す。それらの機器とは離してご使用ください。また、アンテナの接続時にアンテナケーブルや分配器、分波器など 
の機器を使用する場合は、共聴用のものをご使用ください。 
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u 吏用上のご注意（つづき) 


お知らせ（つづき) 




■本機に記憶される個人情報などについて 

•本機には、放送局とデータの送受信を行うために入力したお客様の個人情報が記録されます。また、インターネッ 
卜を利用したネットワークサービス （ Wooonet 、 アクトビラなど）をご利用の場合、各サービスが使用するお 
客様ごとの識 Sij 情報などが本機のメモ U — に記録されます。本機を廃棄、譲渡する場合には「設定の初期化」を 
m 実施して、本機内のメモ u —に記録されているデータを消去することを強くお勧めします。 

參お客様または第三者が本機の操作を誤ったとき、静電気などのノイズの影響を受けたとき、または故障、修理 
のときなどに、本機に記憶または保存されたデータなどが変化、消失する恐れがあります。これらの場合の損 
害や不利益について、当社は何ら責任を負うものではありません。 

■インターネットへの接続について 

地上 • BS デジタル放送では、インターネット網への接続により、さらに多様な双方向データサービスを利用すること 
ができます。本機で、このサービスを利用するには、常時接続の回線業者やインターネットサービスプ□バイダーと 
の契約が必要です。インターネット網への接続をしていないと、双方向データサービスを利用できない場合があります。 

■インターネット機能について 

インターネットを利用してネットワークサービス （ Wooonet 、 アクトビラ）を受けるには、ブロードパンド環境が必要です。 
ブロー ドパンド環境をお持ちでない場合は、インターネット回線事業者および接続業者(プロパイダー)との契約が必要です。 

■本機の電源ブラグは常時コンセントに接続しておいてください 

長期間留守にされる場合や本機に異常が発生したとき以外は、テレビの電源プラグをコンセントから抜いたままに 
しないでください。本機は電源オフ（スタンバイ）状態でも、自動的にデジタル放送の情報を受信したり、ソフト 
ウェア更新のためのダウン□—ドを行ったりする場合があります。また、家庭内ネットワーク （ DLNA ) で楽しむ 
場合は、本機はホームサーバーとして動作しますので、電源オフ（スタンバイ）状態でも自動的に映像などを配信 
することができます。 

■ダウン□ードについて 

放送運用などに変更が生じた場合、本機のソフトウェアを更新して対応させるために、放送によるダウン□ー ドサー 
ビスを行ないます。このサービスを受けるには、ご使用にならないときは、リモコンで電源を切った状態にしてお 
くことをお勧めします。電源プラグを抜いた場合はこのサービスを受けられません。 

■インターネットの接続状況について 

インターネット接続のためにお客様がご利用になっている機器や、お客様がご契約になっているインターネット網 
への 接続方法によっては、サービスが必要としている通信速度を得られず、十分なサービスを享受できない場合が 
あります。また、各サイトのアクセスの状況や、回線の状況により通信速度が変化することもあります。 

■インターネットのサイトやサービスについて 

インターネットのサイトや、インターネットで提供される各種サービスは、ご自身で判断してお使いください。お 
客様が本機を使用してインターネットへのアクセスやインターネット上のサービスをご使用になられて発生した被 
害や損害についての補償や損失、直接•間接の損害について、当社は一切の責任を負いかねます。あらかじめご了 
承ください。 

■お客様の宅内のネットワーク機器との接続について 

本機の DLNA 機能を使い、お客様の宅内ネットワーク機器と接続することができますが、本機の動作状況や能力、 
お客様の機器の動作状況や能力、ネットワークの状況により十分な視聴ができない場合があります。 

■ メモリーカードについて 

本機に挿入されたメモ U —力ードに保存、記憶されているデータは、本機の操作を誤った場合や静電気などのノイ 
ズの影響を受けた場合、消失する恐れがあります。このような場合や万一何らかの不具合により、データが消失し 
た場合の補償や損失、直接•間接の損害について、当社は一切の責任を負いかねます。あらかじめご了承ください。 
大切なデータは、他のメディアにパックアップを取っておくことをおすすめします。 

■赤外線通信機器について 

赤外線コードレスマイクや赤外線コードレスへッドホンなどの通信機器は、通信障害により、使用できない場合が 
あります。これは故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。 
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■ライセンス等について 

參本製品は、株式会社 ACCESS の NetFront Browser を搭載しています。 

ACCESS 、 NetFront は、日本国およびその他の国における株式会社 ACCESS の商標または登録商標です。 

© 2009 ACCESS CO ., LTD . All rights reserved . 

本製品の一部分に Independent JPEG Group が開発したモジュールが含まれています。 

ACCESS" NetFront 

• 日本語変換には、オムロンソフトウェア（株）のモバイル Wnn を使用しています。 

• HVDRJ と iVDAM は、 「 iVDR 技術規格」に準拠することを表す商標です。 

參 SDHC ロゴは商標です。 

參 HDMI、HDMI ロゴおよび High-Definition Multimedia Interface は、米国およびその他の国々における、 
HDMI Licensing 、 LLC の商標または登録商標です。 

•「 AVCHD 」 と 「 AVCHD 」 ロゴは、パナソニック株式会社とソニー株式会社の商標です。 

および 「 acTVila 」、 「アクトビラ」は、株式会社アクトビラの商標または、登録商標です。 

• ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。 

Dolby 、 ドルビー及びダブル D 記号はドルビーラボラト U —ズの商標です。 

參 DLNA、DLNA ロゴおよび DLNA CERTIFIED 1^ Digital Living Network Alliance の登録商標です。 

參 " x . v . Color " は ソニー 株式会社の商標です。 

•本製品には 「 DiXiM ® SDK 」 を使用して開発された AV ネットワーク機能を搭載しています。 

DiXiM は、株式会社デジオンの登録商標です。 

•この製品には OpenSSL Toolkit における使用のために OpenSSL プロジェクトによって開発されたソフトウェ 
アが含まれています。 

This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit . 
( http :// www . openssl . org /) 

•この製品には Eric Young によって作成された暗号化ソフトウェアが含まれています。 

This product includes cryptographic software written by Eric Young ( eay @ cryptsoft . com ). 


田 - / feOif' 


■付属のカードは、デジタル放送を視聴していただくために、お客様へ貸与された大切なカードです。破損 
や紛失などの場合は、ただちに B - dXs 「 (株）ビーエス•コンデイシヨナルアクセスシステムズ」カスタマーセンター 
へご連絡ください。お客様の責任で破損、故障、紛失などが発生した場合は、再発行費用が請求されます。 

■万一、本機の不具合により録画ができなかった場合や、インターネットのサービスが受けられなかった場合の補償 
についてはご容赦ください。 

■あなたが iVDR に録画したものやインターネットのサービスで取得した映像や音声などのコンテンツは、個人とし 
て楽しむなどのほかは、著作権法上権利者に無断で使用できません。 

■国外でこの製品を使用して有料放送サービスを享受することは、有料サービス契約上禁止されています。 

■この説明書に記載の画面イラストは、実際に表示される画面と異なる場合があります。チヤンネル番号、チヤンネ 
ル名、番組名などを含め、実際に表示される内容については画面でご確認ください。 

■本機の仕様および機能などは、ダウン□ー ドなどにより変更することがあります。 

■ダウン□—ドとは、デジタル放送を受信してダウン□—ドデータを取り込み、本機のプログラムを最新のものに書 
き換える機能です。お買上げ時はダウンロードを「自動」で行なう設定になっています。「しない」設定にもでき 
ますが、最新のプログラムでお楽しみいただくため、通常は「自動」の設定でご使用ください。 
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u 吏用上のご注意（つづき) 


お手入れについて 




△注意 


■ お手入れの際は、安全のため電源プラグをコンセントから抜いて行う 

感電の原因となることがあります。 


■プラズマパネルに汚れが付くと落ちにくいため、汚れた手で触れないようにご注意ください 

■前面枠やスタンドのお手入れは、付属のクリーニングクロスなど柔らかいきれな布をお使い 
ください 

前面枠やスタンドの光沢部分は、傷が付きやすいので、お手入れの際には、必ず付属のクリーニングクロスや 

柔らかいきれいな布（生地の表面が起毛された綿素材など）で軽くほこりを払ってください。 

ほこりのついた布や固い布で拭くと傷が付く恐れがあります。 

■プラズマパネルのお手入れは、付属のクリーニングクロスなど柔らかいきれな布をお使いく 
ださい 

#本機のパネル表面は、特殊なコーティングが施されています。お手入れの際には、付属の 
クリーニングクロスや柔らかいきれいな布（生地の表面が起毛された綿素材など）で軽く 
乾拭きしてください。 

•固い布で拭いたり、強くこすったりしますと、パネル表面の特殊コーティングが傷付きま 
すのでご注意ください。 

•指紋など油脂類の汚れがひどい場合は、水で薄めた中性洗剤に柔らかい布をひたしよく絞ってから拭き取り、 
乾いた柔らかい布で仕上げてください。 

•付属のクリーニングクロスを水で濡らしてパネルを拭かないでください。パネル表面が変質したり、特殊コー 
ティングがはがれたり、変色する恐れがあります。 

•ガラス用クリーナーやスプレー式のクリーナーは、パネル表面が変質したり、特殊コーティングがはがれたり、 
内部に侵入し、故障の原因になる恐れがあるので、使用しないでください。 

參化学ぞうきんやアルコール、ベンジン、シンナー、酸性/アルカリ性/研磨剤入り洗浄剤などは、その成分 
により、パネル表面が変質したり、特殊コーティングがはがれたり、変色する恐れがありますので、ご使用 
にならないでください。化学ぞうきんやクリーニング用モップなどの化学成分、影響、注意などについては、 
それぞれのメーカーにお問い合わせください。 

•プラズマノくネルは高額部品です。お客様の過失や故意によって傷や汚れが付いた場合の部品交換は、保証期 
間内でも有償となりますので、あらかじめご了承ください。 

■前面枠、バックカバーやスタンドのお手入れの際、ベンジン、シンナーなどは使用しないでください 

參前面枠やパックカバーの表面をベンジン、シンナーなどで拭いたり、殺虫剤などの揮発性のものをかけたり 
しないでください。また、ゴムやビニール製品などを長時間接触したままにしないでください。変質したり、 
塗料がはがれるなどの原因となります。 

參化学そうきんは、前面枠、パックカバーやスタンドが変質する原因となりますのでご使用にならな 
いでください。化学ぞうきんやクリーニング用モップなどの化学成分、影響、注意などについては、 

それぞれのメーカーにお問い合わせください。 

•前面枠や操作パネル部分の汚れは、付属のク U —ニングクロスや柔らかいきれいな布（生地の表面が起毛さ 
れた綿素材など）で軽く拭き取ってください。汚れがひどいときには、水で薄めた中性洗剤に布をひたしよ 
く絞ってから拭き取り、乾いた布で仕上げてください。 

特に、次の洗剤などは亀裂や変色、傷付きの原因となりますので使用しないでください。 

•酸•アルカリ性洗剤、アルコール系洗剤、みがき粉、粉石鹸、 0 A ク U — ナ ー 、力ーワックス、ガラスク 1 」_ナー類、 
化学ぞ a きんなど 

•前面枠とスタンドの光沢部分は、傷が目立ちやすいので、お手入れ、お取扱いには特にご注意願います。 

■洗剤を直接本機にかけないでください 

水滴が内部に入ると、故障の原因となります。 

■スピーカー部のお手入れは布を使用しないでください 

スピーカー部には小さな穴が開いており、布で拭くとほこりがテレビの中に入ってしまいます。お手入れの際 

は先端に柔らかなブラシのついた掃除機で軽く吸い取ってください。 
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IJHDD / iVDR について 



必ずお読みください 


HDD / iVDR の取扱いについてのお願い 

本機に内蔵の HDD または別売の iVDR は非常に精密な機器です。 

使用する環境や取扱いにより HDD / iVDR の動作および寿命に影響を与える 
場合がありますので、次の内容を必ずお守りください。 

別売の iVDR 取扱説明書に記載されている注意表示も必ずお守りください。 

■設置時 

參後面や側面の通風孔をふさがないでください。 

參振動や衝撃が起こらない場所に設置してください。 

參ごみやほこりの少ない場所に設置してください。 

參「結露」（つゆつき）が発生しにくい場所に設置してください。「結露」は故障の原因になります。 

「結露」とは、冷たいコップの表面に水滴がついたりする現象です。急な温度変化が起きた場合や、寒い所から暖かい 
場所へ移動して設置する場合は「結露」が起こりやすくなります。そのような場合は、室温に約2〜3時間なじませ 
てから電源を入れてください。 

參温度や湿度が高くない場所、直射日光があたらない場所に設置してください。温度や湿度の高い場所に設置すると録& 
再生不良が発生したり、故障の原因になります。 

參安定した動作を維持するため、長期間ご使用されない場合でも、一年に一回程度は通電していただくことをおすすめ 
します。 

■動作中 

參電源ブラグを抜かないでください。 

參振動（スピーカーの音量過大による振動含む）や衝撃を与えたり、本機を移動させたりしないでください。 

移動するときには • • •① iVDR 取り出しポタンを押して、画面に 「iVDR の取り出し可能です」のメッセージが表 

示されてから iVDR を取り出す。 

内蔵 HDD が動作している時は停止する。 

② 電源プラグをコンセントから抜く。 

③ 2分以上待ってから本機を動かす。 

參 iVDR アクセス（動作中）ランプ超|が赤色で点灯中のときは、 iVDR を抜かないでください。 




參本体前面の受像ランプが緑色に点灯している間、 HDD/iVDR は高速で回転しています。起動時や回転中に発生する 
音や振動は故障ではありません。 

參データ読み取りの状態により、再生画面にまれにノイズが発生することがありますが、これは故障ではありません。 
•振動や衝撃によって、 HDD/iVDR が正常に動作しない場合があります。 


■停電が発生した場合 

參記録中や再生中に停電等で電源が供給されなくなった場合、 HDD/iVDR の録画内容が損なわれる可能性があります。 

■ 故障時のお願い 

參再生画面が一時停止したり乱れが頻繁に発生する場合は、 HDD/iVDR の故障が考えられます。このような場合は 
HDD/iVDR の交換が必要です。 

參 HDD/iVDR を交換する場合、 HDD/iVDR の録画内容を新しい HDD/iVDR に移すことはできません。 

參 iVDR の故障時は、 iVDR の保証書をご覧いただき、保証書に記載のお問い合せ先にお問い合せください。 

■大切な映像を保存するために 

參故障の場合、 HDD/iVDR の録画内容が損なわれることがあります。大切な映像を録画する際は、 HDD/DVD レコー 
ダーなどによる録画を併用されることをおすすめします。 


万一何らかの不具合により、録画や再生ができなかった場合の内容 （ データ） 
の補償や損失、直接•間接の損害について、当社は一切の責任を負いかねます。 
あらかじめご了承ください。 
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表紙折り返し 
部分 


① 画面表示ポタン ea 

チャンネル番号や外部機器の情報などを表示します。 

② 電源ボタン eaea 

電源を入/スタンノ（イ状態にします。 

(本体のスタンバイ/受像ランプが点灯しているとき） 

③ 放送切換ポタン B 3 

地上アナログ、地上デジタル、 BS デジタル、110度 CS デ 
ジタル放送を切り換えます。 

④ チャンネルボタンまたは文字 • 数字入カボタン目 a 细四 

チャンネルを選びます。また、設定などの文字や数字入力に 
も使用します。 

⑤ 消音ボタン03 

音声を_時的に消します。 

⑧音量ボタン03 

音量を調節します。 

⑦ 裏番組ポタン Bi 

現在視聴している番組の裏番組を CH を切り換えずに確認で 
きます。 

⑧ 番組表ポタン B 0 

デジタル放送の番組表を表示します。視聴する番組を選んだ 
り、録画する番組を選ぶときに使用します。 

⑨ メニューポタン E 3 

いろいろな設定や調節を行うメニュー画面を表示します。 

⑩ 力ーソルポタン（上•下•左•右） 

メニューの項目を選ぶときに使用します。 


⑭サ ー チ/ スロー ポタン 

再生中の映像を見ながら見たい場面を探します。 

また、一時停止中にボタンを押すことでス□一再生します。 

⑮録画ボタン E 0 

見ている番組を録画します。 

⑱10秒バックボタン 

再生中にボタンを押すことで、約10秒戻って再生します。 

録画モード/残量ポタン E 3 

録画モード、残量を切り換えます。 

HDD/iVDR ボタン E 3 

録画先を切り換えます。 

⑰ 音声切換ポタン pjg 

二重音声放送およびステレオ放送のときに2ヶ国語（二重) 
音声、ステレオ音声など音声内容を切り換えます。 

⑱チャンネル番号入カボタン ea 

デジタル放送のとき、直接チャンネル番号を入力して選局す 
るときに使用します。 

⑯チャンネルアップ/ダウンボタン B 3 

チャンネルを順/逆送りで選局します。 

⑳入力切換ポタン IS 1 

接続している外部機器の映像に切り換えます。 

㉑ 見るボタン因3 

録画した番組、ダウンロードコンテンツ、写真などを 
一覧画面 （ 見る一覧）で表示します。 

㉒ ネット（アクトビラ）ボタン KB 

テレビ画面からブラウザ画面に切り換えます。 

㉙ @連動データポタン ea 

データ放送の画面を表示します。 

㉔ 戻るボタン E 0 

1つ前の画面に戻ったり、設定画面を終了させることができ 
ます。 

㉕ 決定ボタン E 9 

力ーソルで選んだメニュー項目や設定内容を決定します。 

㉖ 停止ボタン E 0 E 0 

録画や再生中の映像を停止します。 

㉗ 再生ボタン （01 

録画番組を再生します。 

㉙ スキップ/コマ送りボタン （EH 

チャプターの先頭から再生します。また、一時停止中はコマ 
送り再生します。 
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© Wooo リンクポタン 

Wooo リンク対応 AV アンプまたはレコーダーを接続すると、 
本機のリモコンで操作することができます。 

AV ネットワーク機能のある機器のコンテンツを再生すると 
きに使用します。 

⑫カラーボタン（青、赤、緑、黄） B 3 因豳晒 

デジタル放送の番組表やデータ番組の操作などに使用します。 
番組表などの画面の設定を変更するときにも使用します。 


㉙ ワイド切換ボタン 

ワイド切換画面を表示します。 

㉚ 30秒スキップポタン （EB 

再生中にボタンを押すことで、約30秒スキップした場面か 
ら再生します。 

番組検索ボタン G 3 

デジタル放送受信時にボタンを押すと、番組検索画面を表示 
します。 


モコンポタンのなまえと働き 


表紙の折り返し部分の「リモコンポタン配置」と合わせて 
ご覧ください。 


⑬一時停止ボタン 

再生中の映像を一時停止します 。 m 


力ーソルポタンの記号について 

本文中の操作説明では、カーソルボタンの押す方向を下図の 
ように表して説明しています。 


±" RS 右方向®操■(乍 
[〇]上下方向の操作 
[□] 上方向®操作 
[□ |下方向の操作 


纟□彳： S 6 方向の操■(乍 
| JqJ 左方向©操作 
[□彳6方向©操作 

























前面 


スタンパイ/受像ランプ函团 

スタンバイ状態 

:赤 

受像状態 

:緑 

パワーセーブ 状態 

:橙 

録画/予約ランプ ESE 0- 

録画中/ダビング中 

:赤 

予約有 

:橙 

(予約に関する警告 

:橙(点滅)) 


ビデオ3入力端子 Cfil 

HDMI 3 入力端子 gg 

へッドホン（ミニ）端子 

別売のミニプラグのヘッドホ 
ンを接続する端子です。へッ 
ドホンの音量を設定すること 
ができます。 

B - CAS カード挿入口 eh 



HDMI3 入乃 I - 

nj\ 

喔 

HDMI3n U J 

入力 - 1 し 


[ B ^ CAS ] 表示面を 
テレビの節に向けて 
矢印の方向 I こ挿入して 
く e さい. 

B-CAS 



スピーカー （左） 


側面 


スタンド 


iVDR 取出しポタン m — 

iVDR アクセス nnnn 
(動作中）ランプ*^*^ 

SD メモリーカード挿入口百因 


[動作中]ランフ点灯中は 
iVDR を抜かないで < ださい。 
故暉の原因とな0ます。 


-© 


iVDR 取出し 動彳 fp 


引-取出し 


_ 


iVDR 挿入口 

m 



リモコン受光部 
明るさセンサー窓晒 


スピーカー （右) 



( 入力切換 




入力切換ポタン 



m 


發 

チヤンネル 


チヤンネル 

▼/▲ポタン 


鲁 

J m 



立旦 
日里 


音量 

▼/▲ボタン 


令 

J m 


• 

鼋源ポタン 


1電源1 

m 
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Us : 体各部のなまえ 













































































































































メニューボタンを押すと画面にメニューが表示され、力ーソルポタンを使ってほとんどの機能の設定ができます。 


1 


■ 

(字幕1 


を押す 


メニュー画面が現れます。 


2 


[3 で項目を選び、 （ iil を押す 


D メニュー 


|_0央像モード（ス_ハ。-)； 


番組説明 


ワイド切換(スタンデ-ド) 


2画面 

予約一覧 


字幕設定（切） 


オフタイマー（切） 


予約録画停止 

ダビング中止 

ダウンロード状態 

明るさセンサー（切） 


各種設定 

m 误択丨決定） 


m 


録画番組一覧画面時 （フォルダを選択している場合) 


ダビング 


プレイリスト 


フォルダ名変更 


フォルダ追加 


フォルダ削除 


Q 選択 


削除□ック（|@ 

録画した番組を削除できないようにします。 

ダビング_ 

HDD に録画されている番組をス□ット側 iVDR にダビング 
でき■ます。 

プレイリスト/録画番組 

プレイリストまたは録画番組画面に切り換えることができ 
ます。 

プレイリスト画面になっているときは、「録画番組」と表示 
されます。 

フォルダ名変更（¢1 

フォルダ名の変更をします。 

フォルダ追加 H 0 

新しいフォルダを追加します。 

フォルダ削除 

フォルダの削除を行います。 



D メニュー 


ダビング 

プレイ 1 j スト 

タイトル順表示 

サムネイル設定 

タイトル名変更 

チャプター設定 

分割 

フォルダ間移動 

一括削除 

予約設定 


じ」選択 imi 


削除□ック 

録画した番組を削除できないようにします。 

ダビング_ 

HDD に録画されている番組をス□ット側 iVDR にダビングで 
きます。 

プレイリスト/録画番組 

プレイリストまたは録画番組画面に切り換えることができます。 
プレイリスト画面になっているときは、「録画番組」と表示さ 
れます。 

タイトル順表示/時間順表示 ©3 

録画番組の表示順を変更することができます。 

現在タイトル順表示になってし)る場合は「時間順表示」と表示 
されます。 

サムネイル設定 ( E 9 

録画した番組のシーンを選びサムネイルを更新することができ 
ます。 

タイトル名変更_ 

録画した番組のタイトルを編集することができます。 

チャプター設定 ( E 0 

チャプターポイントを設定することができます。 

分割 

録画した番組をお好みの場所で2つに分割することができます。 

フォルダ間移動 iiB 

フォルダ内に登録されている録画番組を別のフォルダへ移動し 
ます。 

一括削除110 

削除□ック対象以外の全ての録画番組を一度に削除したり、複数 
選択して削除することができます。 

予約設定 E 3 

録画番組と同じ時間帯の毎週予約ができます。 
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しメニュー機能の使いかた（つづき) 


2 



写真 • ビデオー覧画面時 


写真 • ビデオー覧画面時 


(フォルダを選択している場合） 


(写真を選択している場合） 


D メニュー D メニュー 




ダビング QQ 

SD メモリーカードに記録した写真（静止画像）を HDD に 
取り込むことができます。 

フォルダ名変更00 

HDD に保存した写真 （ 静止画像）のフォルダ名の変更をし 
ます。 

フォルダ追加晒 

HDD に保存した写真（静止画像）の新しいフォルダを追加 
します。 

フォルダ削除晒 

HDD に保存した写真 （ 静止画像）のフォルダの削除を行い 
ます。 


削除ロック晒 

HDD に保存した写真（静止画像）を削除できないようにし 
ます。 

ダビング QQ 

SD メモリーカードに記録した写真 （ 静止画像 ） を HDD に 
取り込むことができます。 

タイトル順表示/時間順表示 Ml 

写真 （ 静止画像）の表示順を変更することができます。 

現在タイトル順表示になっている場合は「時間順表示」と表 
示されます。 

フォルダ間移動00 

HDD のフォルダ内に登録されている写真（静止画像）を別の 
フォルダへ移動します。 

複数選択削除晒 

HDD に保存した写真（静止画像）を複数選択して削除する 
ことができます。 


録画番組一覧画面時 

(録画先 GVDR ) を選択している場合） 


D メニ 


■ iVDR 名称編集 


S 彌 ( W ) 


iVDR 名称編集晒 

iVDR ディスクのタイトルを編集することができます。 


再生時 


□ メニュー 

■ ■映像モード（ス-バ。 -) 1 

番組説明 

ワイド切換（スタンデ'-ド） 

2画面 

タイムナビ 

字幕設定（切） 

オフタイマー（切） 

予約録画停止 

ダビング中止 

明るさセンサー 


各種設定 

m 選択 


® でグレー色文字の項目を選んだときは、設定を切換えたり、 
@で操作することはできません。 


m 

m 

，困 
一晒 

—タイムナビ 

再生中に見たいシーンの 
時間を カーソルで 選び、 
頭出し再生をすることが 
. できます 。 gg 

m 

m 

個晒 

次ページへつづく 
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「各種設定」について 


「各種設定」を選ぶと「映像」や「音声」、受信設定などの設定画面を表示することができます。 


明るさなどの映像を調節したいときは 


[ 受信設定などの設定をしたいときは 


[ 5 ] で「映像設定」を選び、 f >|/ g を押す [ 61 で「初期設定」を選び、问 /( ii を押す 


各種設定 


[ページ1/3] 

映像モード ： シネマティック 
明るさ ： +31 

黒レベル ：一 10 
色の濃さ ：一 2 

色あい 0 

シャープネス：+ 7 
色温度 ：高 

▽標準に戻す 

1音声設定1 

1画面設定1 

1初期設定1 

1各種情報1 


各種設定 


音声設定 
画面設定 
初期設定 
各種情報 


isaa 


[ペー シ1/ 

シネマティック 
+ 31 


各種設定 


各種設定 


1映像設定1 



映像設定 


1音声設定1 

受信設定 


音声設定 



1画面設定1 

通信設定 

1 

画面設定 


通信設定 〉 


外部機器接続設定 




外部機器接続設定〉 

1各種情報1 

機能設定 


各種情報 


機能設定 > 


ディスク設定 




ディスク設定 > 


時刻設定 




時刻設定 > 


設定の初期化 




設定の初期化 > 


m 


など 


m 


など 


高音などの音声を調節したいときは 


メールなどを確認したいときは ] 


91 で「音声設定」を選び、@ / g を押す|叫で「各種情報」を選び、旧>| / ( iil を押す 


1映像設定1 


[ページ 1/2] 

mmm 

音声モード 

スタンダード 

1画面設定1 

高 M 

+ 15 

1初期設定1 

低音 

-10 

1各種情報1 

パランス 

0 


サラウンド 

切 


パスブースト 

切 


クリアボイス 
7標準に戻す 
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♦ 「▽」の表示があるときは、@を押すと、次のページが表示されます。 

參「△」の表示があるときは、回を押すと前のページが表示されます。 

參防]でグレー色文字の項目を選んだときは、設定を切換えたり、 ra で操作することはできません。 
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g を押すと前の設定画面 
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